


































































































いる。昭和50年（1975）4 月 7 日付けで国史跡
の指定を受けている。なお，比屋根坂石畳道は，
琉球王国時代（1429〜1879）につくられた首里
を起点とする 7 本の主要道の 1 つである国頭方
西海道の一部であり，現存する部分は関連文化




















































































































































　 入 館 者 数 は，平 成 13 年 度（2001）は 10,514
人，平成14年度（2002）は8,061人，平成15年度
（2003）は 9,032 人，平成 16 年度（2004）は 7,746
人，平成17年度（2005）は6,959人，平成18年度
（2006）は 6,558 人，平成 19 年度（2007）は 5,729
人，平成20年度（2008）は4,787人，平成21年度
（2009）は 6,625 人，平成 22 年度（2010）は 5,136
人，平成23年度（2011）は5,316人，平成24年度





















































20 日に開催された。参加者は 19 名であった。
「漆喰シーサー作り体験」が，平成27年（2015）
7 月11日・12日に開催された。参加者は 7 名
であった。
④企画展「恩納村の地形と地質」
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たものである。
訪問日：平成27年（2015）10月 1 日
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（ 2）『恩納村第 3 次観光振興計画』にみる
ミュージアムを含めた文化財担当部署
の役割と期待


























































































































































































































































































































































































































































































































 （2020年 7 月 3 日掲載決定）
文化観光などを進める際の文化財担当部署への期待や意識への一考察
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